
減少
悪化

増加
好転

　母の日やGWにより、生花、旅館は賑わいをみせた一方で、全体的には、物価高、
受注の減少、人手不足の影響から売上高が大きく落ち込んでいる。また、販売価格
の好転はみられるが、まだまだ価格転嫁に苦しむ様子が窺える。

売上高の落ち込みに伴い、収益状況も低迷
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主要DI の推移（全体）

概 況

景況天気図（前年同月比）
売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全業種平均

製
　
造
　
業

食料品

繊維製品

窯業 ･土石

機械 ･金属

その他

非
　
製
　
造
　
業

卸売業 −

小売業 −

商店街 −

サービス業 − −

建設業 − −

運輸業 − −
天気図は、各景況項目について調査月と前年同月を比較して、DI 値を基
に判断したものです。
DI値 ＝（増加・好転）−（減少・悪化）÷回答数

情報連絡員だより ～令和６年５月の報告より～

業界の景況D I収益状況D I売上高DI



コメント掲示板
《製造業》

食 料 品

［パン］学校給食向けは加工賃の大幅な増額が経営の好転に繋がっている。一方で、店舗販売は円安
の影響による資材高騰により、更なる値上げに踏み切る企業が増加すると考えられる。

［酒造］純米酒と吟醸酒は前年並みの売上だったが、普通酒の売上が減少している。
［畜産食料品］栃木・岩手県で発生した豚熱の影響が気掛かり。従業員の採用が厳しく、特定技能の
外国人を活用している。

繊 維 製 品
［織物］コロナの影響もなくなり、祭りや花火大会が復活し、ゆかた関連商品が動き出した。
［インテリア関連］原料価格が再び高騰し、原料メーカーより価格アップの要請がある。価格転嫁を
顧客に要望したいが、物量の動きが鈍く、慎重になっている。

窯業 ･土石
［コンクリートブロック］セメントが値上げされコストが上昇するため、製品価格調整が課題。また、
人手不足による生産現場の混乱拡大を心配している。

［生コン］出荷量について、吾妻地区、北部地区、西毛地区及び藤岡地区で増加したが、中央地区は
前年並、東毛地区が大幅に減少したため全体では微増だった。

機械・金属

［めっき］自動車関連の受注は好転。半導体装置関連に続き、機械関連も上向きに転じた。
［機械金属（高崎市）］受注が増加している組合員もいるが、先行きは不透明。また、短納期の受注が
多く、一部では休日出勤による対応もみられる。

［医療機器］画像診断装置（CT）の需要は、海外では減少傾向にある中、国内は低位で推移しており、
来月以降は減少の見通し。

［自動車関連］２月の自動車メーカーの生産停止の影響が一服しつつあったタイミングで、今回、５
社の認証データ等不正が発覚したため、今後影響のある企業が出てくると懸念。

そ の 他

［製材］製品単価が低下し、値動きが悪い中、生産コストは上昇している。商品への価格転嫁は難し
い状況。

［家具］受注状況に若干の改善が見られ、状況好転に期待を寄せている。
［紙製品］取引先は依然、前年実績を割り込んでいるようで、業況は芳しくない。長引く人手不足、
燃料や大幅な電気料金の値上げ、配送運賃等の高騰が益々深刻な状況。

《非製造業》

卸 売 業
［再生資源］鉄屑は、国内のスクラップ発生量は低調で、在庫も低水準。鋼材需要は低調な状況。古
紙は、GW明けも国内外の古紙需給はタイト。輸出価格は上昇基調が止まり、発生量の少なさや円
安により当面の市況は横ばいの見込み。

小 売 業
［中古自動車オークション］出品、成約ともにマイナスだが、成約率は上昇。高価格帯の車両の取引
は活発だが、新車の供給遅れが中古車市場へ影響することを懸念している。

［生花］母の日商戦を積極的に展開する店がある一方、消極的な店もみられた。今年はネット注文
が減少し、店への来店が増加したため、積極展開した店は売上が良かった様子。

商 店 街

［高崎市］イベントも多く、コロナ禍前の賑わいが戻ってきたように感じられる中、材料費の高騰、
人手不足等の影響から、倒産する飲食店がみられる。

［沼田市］沼田を舞台にしたアニメ放送の影響からか、聖地めぐりと思われる人々を見るようになっ
た。商店街も作品に寄り添った活動を行う意向。

［渋川市］春先から商店街の空店舗に、食堂、レストラン等が入居し、賑わい始めている。

サービス業

［建設設計］人手不足が慢性化し、賃金は上昇傾向。県内では戸建住宅を中心に着工件数が減少して
おり、人口減、建築資材の価格高騰による更なる着工件数の低下を懸念。

［四万温泉］GWは大中規模の旅館では売上が対前年比増となったが、全体的には微減となった。燃
料費や原材料の高騰から、販売価格をあげても収益増加につながらない。

［美容］消費者の節約志向で、来店サイクルが伸びている状況が続いている。これまで値上げを躊躇
していた多くの店舗が、値上げに踏み切る傾向がみられる。

建 設 業

［鉄骨工事］仕事量がまばらになり、見積もり依頼も減少する中、値崩れが起き始めており、受注状
況は不安定。

［電気工事］時間外労働の上限規制により、労働時間の調整、管理に苦慮している。部材や製品の値
上げ、品不足が続いており、厳しい状況が続いている。

［砂利採取］需要は前年同月比微増で推移したが、人手不足によるプラント稼働率の低下等で生産が
追い付かない状況。特に砂については、各工場とも不足をきたしている。

運 輸 業
［一般貨物運送］GW明けから、荷動きは低調で推移。「2024年問題」対応のため、関西、北陸方面
等の長距離輸送を削減する動きが続いている。また、採算の悪い案件を断る動きもみられる。

［貨物軽自動車運送］母の日の生花の配送もあり、スポット配送は好転。
※本調査は、情報連絡員57人の報告を取りまとめ、その概要を示したものです。
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